
簡
易
保
険

の
積
立
金

か
ら
融
資
 

郵
便
局

（
郵
政
省
）
で
は
、
地

方
公
共
団
体
の
財
政
事
情
を
十
分

に
考
慮
し
、

地
域
住
民

の
福
祉
の

向
上
と
公
共
施
設

の
早
期
建
設
目

標
に
、
皆
さ
ん
の
加
入
し
て
い
る

簡
易
保
険
の
積
立
て
の
一
部
を
公

共
施
設

の
資
金
と
し
て
還
元
融
資

し
て
い
ま
す
。
 

当
町
で
も
諸
施
設

の
早
期
建
設

が
強
く
要
望
さ
れ

て
い
る
現
状
か

ら
、
こ
の
簡
保
資
金

の
融
資
を
受

け
て
数
多
く
の
建
設
事
業
に
と
り

か
か
っ
て
い
ま
す
。
 

平
成
六
年
に
お
い
て
、

こ
の
融

資
に
よ
り
建
設

さ
れ
た
施
設
は
金

木
団
地
の
「
住
宅
四
戸
」
、
水
稲

共
同
育
苗
施
設
整
備
事
業

（
五
年
 

度
か
ら
の
繰
越
事
業
）
が
あ
り
ま

す
。
 

つ
が
る
弁
 

三
月
号

の
答
え
 

「
そ
ろ
そ
ろ
雪
も
と
け

た
の
で
囲

い
を
外
さ
な
け
れ
ば

」
で
し
た
。
 

当
選
者
 

金
 
木
 
長
尾
 
和
明
さ
ん

金
 
木
 

山
中
 
耕
大
さ
ん

嘉
 
瀬
 
神
島
 
利
香

さ
ん

四
月
号
の
ク

イ
ズ
は
お
休
み
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
 

回 

ズ 

平成6年度簡保資金融資事業 
（単位：千円） 

次 総事業費 
国県 
支出金 

簡保資金 一般財源 

金木団地 

（四戸） 
77,545 40,088 23,700 13,757 

水稲共同

育苗施設 
234,949 117,474 117,400 75 

水稲共同育苗施設 金木団地（四戸） 

石
川
啄
木
の
ふ
る
さ
と
岩
手
県

玉
山
村
の
し
あ
わ
せ
カ
ッ
プ
ル
の
 

］石
手
の
し
あ
わ
せ

力
ッ
プ
ル
 

ス
ト
ー
ブ
列
車
で

挙
式
 

た
め
、
三
月
十
九
日
仲
間
の
見
守

る
中
手
作
り
の
『
ウ
ェ
デ
ン
グ

・
 

ス
ト
ー
ブ
列
車
』
を
走
ら
 

せ
ま
し
た
。
 

津
軽
鉄
道

の
名
物
で
あ

る
ス
ト
ー
ブ
列
車
で
挙
式

し
た
の
は
、
新
郎
工
藤
貢

さ
ん

（
2
9）
と
新
婦
内
藤

比
呂
恵
さ
ん

（
2
7）
。二
人

と
も
玉
山
村
役
場

勤
務
で

同
村
活
性
化
の
「
企
画
集

団
た
ま
2
」
 
のメ
ン
バ

ー
 

で
も
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
日
、
五
所
川
原
駅
 
 ホ

ー
ム
で
出
発
セ
レ
モ

ニ
ー
を
行

い
「
お
も
し
え

ご
と
も
、
ゆ
る
ぐ

ね
え
ご
と
も
ニ
人
し
て
わ
げ
あ

い
、
 

ス
ト
ー
ブ
列
車
の
よ
ん
た
に
心
ぬ

ぐ
だ
ま
る
家
庭
を

こ
し
ゃ
る
ご
と

を
誓

い
ま
す
己
と
、
永
遠
の
愛
を

誓
い
ま
し
た
。
 

車
内
で

は
、
二
人
を
囲
み
日
本

酒
で
乾
杯
の
後
、
お
祝
い
に
駆
け

付
け
た
 
「た
ま
2
」
 
のメ
ン
バ

ー
 

二
十
名
の

ス
ピ
ー
チ
や
歌
で
お
祝

い
を
し
ま
し
た
。
 

金
木
町
に
降
り
た
二
人

は
、
早

速
婚
姻
届
に
押
印
を
し
、

カ
ン
カ

ン
号
で
金
木
町
役
場

に
提
出
。
 
「
 

ス
ト
ー
ブ
列
車
の
よ
う
に
温

か
い

家
庭
を
築
き
ま
す
己
と
話

し
て
い

ま
し
た
。
 

⑦ 広報かなぎ II川川'I'll"・ 

り
か
わ
い
い
も
の
？
 
喜
良
市
双
葉
町
の
農
業
鎌
田
武

さ
ん
が
パ
イ
ナ
ッ

プ
ル
の
栽
培
に
成
功
し
、
ま
だ
小
振
り
で
す
が
実
を

付
け
て
い
ま
す
。
 

鎌
田
さ
ん
は
、
暖
か
い
と

こ
ろ
で
し
か
育
た
な
い

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
を
幾
度
と
な
く
栽
培
を
し

て
は
失
敗

を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
 

今
回
、
実
の
付

い
た
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
は
、
五
年
前

に
購
入
し
た
物
で
、
葉
の
部
分
を
季
節
ご

と
に
家
の

中
や
畑
に
植
え
替
え
成
長
。
鎌
田
さ
ん
に
と
っ
て
こ

の
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
は
「
孫
よ
り
大
切
に
育
て
た

」
 
そ

う
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
見
て
欲
し

い
と
現
在
、
役

場
の
町
民
ホ
ー
ル
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
 



mー
 
ー
 

ー
 

一
一
ー
 

※
褒
賞
規
則
 

教
育
、
学
術
、
芸
術
お
よ
び
体

第
三
条
第
二
号
 
育
等

文
化
の
発
展
に
寄
与
し
、
そ

町
議
会
議
員
の
職
に
あ
っ
て
十
 
の
功
績
が
特
に
す
ぐ
れ
た
者
 

第
三
条
第
三
号
 

産
業
、
経
済
、
土
木
お
よ
び
交

農
業
委
員
の
職
に
あ
っ
て
十
五
 
通
等
の
振
興
発
達
に
貢
献
し
、
そ
 

町
の
職
員
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
 
社
会

の
福
祉
、
民
生
の
安
定
な

る
も
の
で
あ
っ
て
二
十
年
以
上
在
 
ら
び
に
保
健
衛
生
の
向
上
に
寄
与

職
し
、
誠
実
に
職
務
に
精
励
し
た
 
し
、
そ
の
功
績
が
特
に
す
ぐ
れ
た
 

町
長
が
自
治
功
労
と
し
て
褒
賞
 
貯
蓄
、

納
税
、
消
防
お
よ
び
統

す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
 
計
に
つ
い
て
著
し
く
貢
献
し
、
ま

た
者
 

た
は
す
ぐ
れ
た
成
績
を
あ
げ
た
者

第
四
条
第

一
号
 

ト
 

【

H
Hげ
 

!
'
 

※
褒
賞
規
則
 

二
年
以
上
在
職
し
た
者
 
第
四
条

第
三
号
 

年
以
上
在
職
し
た
者
 

の
功
績
が
特
に
す
ぐ
れ
た
者

第
三
条
第
五
号
 
第

四
条
第
四
号
 

者
 
者

第
三
条
第
六
号
 
第

四
条
第
五
号
 

第
三
条
第
二
号
 

町
議
会
議
員
の
職
に
あ
っ
て
十
 

二
年
以
上
在
職
し
た
者
 

第
三
条
第
三
号
 

農
業
委
員
の
職
に
あ
っ
て
十
五
 

年
以
上
在
職
し
た
者
 

第
三
条
第
五
号
 

町
の
職
員
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
 

る
も
の
で
あ
っ
て
二
十
年
以
上
在
 

職
し
、
誠
実
に
職
務
に
精
励
し
た
 

者
 

第
三
条
第
六
号
 

町
長
が
自
治
功
労
と
し
て
褒
賞
 

す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
 

去
る
三
月
二
十
九
日
、
役
場
会

議
室
で
平
成
六
年
度
褒
賞
授
与
式

が
行
わ
れ
、
各
分
野
で
活
躍
し
、
 

広
く
町
民
の
模
範
と
な
っ
た
六
十

人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

授
与
式
で
は
、
角
田
昭
次
助
役

が
「
日
頃
色
々
な
分
野
に
お
い
て

職
務
を
全
う
さ
れ
町
発
展
に
努
力

し
て
き
た
功
績
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。」
と
式
辞
を
、
加
藤
総
務
・
建

設
常
任
副
委
員
長
が
褒
賞
審
査
の

経
過
報
告
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
 一
人
一
人
に
褒
賞
状

が
手
渡
さ
れ
受
賞
者
を
代
表
し
て

金
木
小
川
町
の
福
山
初
枝
さ
ん
が
 

「
こ
の
受
賞
を
契
機
に
今
後
決
意

を
新
た
に
し
微
力
な
が
ら
町
発
展

の
た
め
尽
く
し
ま
す
い
と
謝
辞
を
 
 述

べ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
と
 

お
り
。
 

⑥
自
治
功
労
褒
賞
 

、
褒
賞
規
則
第
三
条
第
二
号
 

田
中
 
豊
蔵
 

（
町
議
会議
員
の
功
労
）
 

褒
賞
規
則
第
三
条
第
三
号

中
谷
 

肇
 

（農
業
委
員
の
功
労
）
 

鳴
海
 
彦
一
 （
同）
 

褒
賞
規
則
第
三
条
第
五
号
 

白
川
 
貢
 

（
町役
場
永
年
勤
続
）
 

伊
藤
 
園
博

（
同）
 

今
 
寿

生
（
同
）
 

田
中
 
馨

（
同）
 

大
橋
 
良
昌

（
同）
 

原
田
 
政
彦

（
同）
 

吉
崎
 
弘
光

（
同
）
 

今
 
勝
照

（
同）
 

伊
藤
恵
美
子

（
同
）
 

小
野
 
光
子

（
同）
 

門
間
 
裕
子

（
同）
 

白
川
恵
里
子
（
同
）
 

秋
元
 

勲

（
同）
 

今
 
泰

三

（
同）
 

高
橋
 
律
子

（
同）
 

大
橋
 
信
政

（
同）
 

永
田
 
智
江
 

（
金
木病
院
永
年
勤
続
）
 

小
寺
嘉
根
子

（
同）
 

津
島
 
良
子

（
同）
 

中
村
 
仁

（
同）
 

（
金
木消
防
署
永
年
勤
続
）
 

津
島
 
伸
治

（
同）
 

褒
賞
規
則
第
三
条
第
六
号

工
藤
 
良
村
 

（
行政
協
力
委
員
の
功
労
）
 

藤
元
 
昭
造

（
同）
 

＠
特
別
功
労
褒
賞
 

褒
賞
規
則
第
四
条
第
一
号
 

津
田
 

正
 

（
職
業訓
練
指
導
の
功
労
）
 

褒
賞
規
則
第
四
条
第
三
号
 

松
山
 
毒
樹
 

（
商
工
会役
員
の
功
労
）
 

福
山
 
初
枝

（
同）
 

木
下
 
信
行
 

（
町
内
事業
所
永
年
勤
続
）
 

西
村
 
勇
三

（
同）
 

伊
藤
 
敏
秋

（
同）
 

工
藤
喜
代
一
 （
同
）
 

安
田
 
武
三

（
同）
 

伊
藤
 
忠
雄
 

（
金木
農
協
永
年
勤
続
）
 

吉
崎
 
弘
芳
 

（
嘉
瀬農
協
永
年
勤
続
）
 

田
村
 
幸
彦

（
同）
 

福
永
留
美
子

（
同）
 

田
中
喜
代
四
 

（
土
地改
良
区
永
年
勤
務
）
 

川
瀬
 
法

一
 
（
同）
 

新
岡
き
く
江

（
同）
 

優
（
同
）
 

輝
義

（
同）
 

武

一
 
（
同）
 

工
藤
 
文
浩

（
同）
 

田
中
 
圭
子

（
同）
 

小
野
 
正
幸
 

（
交
通
安
全の
功
労
）
 

七
、
褒
賞
規
則
第
四
条
第
四
号
 

斎
藤
恵
美
子
 （

献血
協
力
者
）
 

新
岡
 
正
一
 （
同）
 

米
谷
 
昭
雄

（
同）
 
 

中
田
万
里
子
（
同
）
 

松
江
 
英
寿
（
同
）
 

青
山
セ
ツ
エ
（
同
）
 

大
橋
 
和
夫
 

（
尾
野病
院
永
年
勤
続
）
 

八
、
褒
賞
規
則
第
四
条
第
五
号

成
田
 
清
明
 

（
納
税
組合
の
功
労
）
 

棟
方
清
八
郎
（
同
）
 

工
藤
 
正
直

（
同）
 

泉
谷
 
義
美

（
同）
 

吉
崎
 
兼
雄
（
同
）
 

前
田
 

勲
（
同
）
 

III・I'll川I川川広報かなき ⑧ 

平成6年度金木町褒賞 

伊小藤
藤寺森 

(
 



水 道 課 

臣
男
光

み

祐

律
久
弘

と
智
 

ひ
 

川
長
崎
 

白

福
吉

今
今
 

長
事
佐

任

員

課
参

補

主
技
 

保健センター 

主保婦 秋元 淳子

小山内睦子

保婦 越 和賀奈 

” 鶴賀 寿代 

税 務 課 健康管理課 民 生 課 町 	民 課 出 納 室 

課長 杉山 義光 課長 福井 定治 課長 神島 俊治 課長 前多 栄子 室長 白川 貢 

補佐 前田 晃 参事 土岐干鶴子 補佐 斉藤 務 参事 吉田 フッ 補佐 沢田 守 

” 田中 雅彦 補佐 秋谷 修二 'I  今 勝照 補佐 中村 武治 係長 泉谷 悦子 

係長 中谷 金義 係長 大橋 久美 ” 黒滝 京子 係長 山中 喜弘 主任 伊藤 貞子 

福士 豊 ” 桑田 康子 係長 白川 敬 久
君

絹
寿

幸
行

沢

宮
古
浅

津

千

子
子
子
夫

秀
雄

田
崎

川
利

島
葉
 

万
ザ
ザ

瀬
 

 

” 角田 正樹 主任 門間 裕子 ” 田中 逸雄 

主任石戸谷せっ子 

II 	小野 光子 

主事 秋村 正紀 

” 

I, 

II 

白川

秋元 

博範 

勲 

” 西村 司 主事 藤元 泰志 

I, 加賀谷 尚 白川 昌利 

I, 西村 長幸 ,I 

技貝 藤元 良一 

企 画 	室 総 務 	課 商エ観光課 産 業 	課 建 設 	課 選挙管理委員会 

室長 石戸谷鏡治 課長 木村 	博 課長 木村 勇健 課長 宮崎 竪治 課長 小野賢一郎 係長 三上 節子 

参事 成田 良逸 補佐 秋元 亮悦 補佐 畑中 力郎 参事 山口 信保 参事 泉谷 道久 

補佐 今 	義律 ” 原田 政彦 主任 成田真理子 補佐 鳴海 八嘉 係長 桑田 克己 

係長 夏坂 泰寛 係長 前田 清信 主事 黒川 隆二 刀 島津 泰博 秋元 建ー 

i・任 伊藤恵美子 ” 斉藤 恵祐 前田 孝樹 係長 小山内洋一 ” 田中 	悟 

主事 鳴海美奈子 ” 葛西 ー省 Il 原田 	博 吉田 秋蔵 

主任 白川恵里子 ', 阿部 陽ー I’ 伊藤 光俊 

” 中谷 吉範 ', 今 	重彦 ” 伊藤 	忠 

'I 田中留美子 主事 中谷 委弘 主任 福井 裕子 

主事 川口 	均 ” 中谷 文一 技師 寺山 和孝 

主技 工藤 金蔵 ” 山中 幹夫 主事 古川 清彦 

技員 奈良 正子 “ 長尾 	実 II 木下 常幸 

休職 角田 論留 川ロ 	渉 

II 中谷 桂子 

主 技＝主任技能員

主 保＝主任保母

主 厚＝主任厚生員

主保婦＝主任保健婦

技 員＝技能員

労 員＝労務員

用 員＝用務員

調 師＝調理師

調 員＝調理員 

議会事務局 

夫

子
子

信

良
幸
 

内

坂

口

竹

松
山
 

長
事

任

局
参
主
 

福祉センター 

用員 松尾 久子 

中央公民館 

馨

子
彦

友
春
 

中

島
田

田

津
原
 

長

長

【
 

」旧
】
糸
 
ー
 

海洋センター 

技員 岡田 健児 

農業委員会 教育委員会 

誠

博
子
昌

国
啓

良
 

藤

藤
中
橋

伊

伊

田
大
 

長
事

長
長

局
参
次

係
 

生

み
均
司
人

也

寿

す
 
健
拓

順

岡
 
内

丸

中
良
内
山

今

伊
山
奈
竹
小
 

娠
讐
庭
班
掛
 

第 2 保育所 

所長 白川 和子

主保 大橋寿々子

保母 山田伊津子 

II 成田 久子 

11 藤本まつ子

用貝 工藤 さだ 

第 4 保育所 

所長 木田 昭二

主保 山中 光子

保母 秋田 干幸 

“ 舛甚イエ子

調師 沢田 智代

用員 伊丸岡紀子 

」り倉児童館 

館長 「~1谷 'ii、了

主厚 白川 教子 

第 1 保育所 

一
一
子
子
子
子
恵

子

紘
啓
律
恵
久
弘

り
 

希
 
る

崎
崎
橋

学
地
中

山
外

高

大
菊

山
今
 

鵬
班
細

”
 
”
 
”
獅
 

第 3 保育所 

脹
銀
闘

”
 1
1
 ”
細
鵬
 

之

子
子

子

子
り
せ
美

博

文

恵
久

照

か

き
裕

倭
 
恵
 

ゆ
 

野
山
田

川
中
田
部

田

中
杉
山
白

田
岡
阿
原
 

⑨ 広報かなぎ―川III“川 till・II 

平成7年度 金木町職員配置図 

町 長 田 中

助 役 角 田

収入役 鳴 海

教育長 成 田 

治
 
次
 
男
 

義

勇
 
昭
 
義
 
勝
 

金木中学校 金木南中学校 金木小学校 嘉瀬小学校 喜良市小学校 川倉小学校 

用員

調員 

II 

鳴海 幸憲 

小松ョシ子 

川山ケイ子 

用貝

調員 

” 

木村 清忠 

白川留美子 

山中ふみ子 

用貝

調員 

” 

白川 勝信 

伊藤レイ子 

奈良ノリ子 

用員

調員 

I! 

松川 幸憲 

白川陸奥子 

神成 友子 

用員

調員 

“ 

大橋 

高僑 

大橋 

信政 

セコ 

啓子 

用員 

調員 

刀 

外崎 サダ 

原田 愛子 

小松ゆり子 

子
武

栄

加
秀
定

千
 

藤

川
山

工
古
横
 

”
狽

刀
 



お
ら
ほ
の
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間
つ
こ
 く 
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一
 

一
 一

 
沢田
監
督
率
い
る
ド
ン
ブ
 

ー
ラー
ズ
は
、
 力と
り
あ
え
ず

一1
勝
4

を
目
標
に
出
場
し
て

一
今年
が
三
年
目
。
 

一
 監
督
の
手
ロ
は
定
か
で
は
 

ーな
い
が
、
女
子
新
メ
ン
バ

ー
 

ー
に
飯
塚
、
夏
原
、
外
崎
の
1
1
1
 

一
人
が加
わ
り
ヤ
ン
グ
パ
ワ

ー
 

ー
が昨
裂
す
る
。
こ
れ
で
上
位

一
入
賞
で
き
る
か
もo
 

ー
 
ス
パ
イ
ク
決
定
率
ぬ
1

の

一
白川
、
中
国
雑
技
団
の
よ
う
 

ー
に
身
の
軽
い
ア
ー
サ
ン
こ
と
 

ナ
イ
タ
ー
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
ガ
ド

ン
ブ

ラ
ー

ズ

ガ
 

一
松
橋に
加
え
、
石
戸
谷
の
必

一殺
ス
パ
イ
ク
も
見
事
で
、
ジ
ャ
ン
 

ー
プし
た
だ
け
で
相
手
チ
ー
ム
か
ら

一
悲嶋
が
あ
が
る
ほ
ど
。
と
て
も
花

一
屋さ
ん
と
は
思
え
ぬ
パ
ワ
ー
が
あ

一
る
。又
、
サ
ー
ブ
決
定
率
ぬ
1

の

一
奥
崎
婦
人も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

一戦
力
o
 
い
つ
で
も
マ
イ
ペ
ー
ス
で
 

ー
ま
じめ
な
伏
見
、
足
の
不
調
に
め

一
げず
に
頑
張
る
姿
に
、
バ
レ
ー
好

一
き
がう
か
が
え
る
バ
レ
ー
部
実
行

一
委員
長
の
岩
村
さ
ん
。
 

一
 練
習
日
だ
っ
て
試
合
だ
っ
て
コ
 

ー
ー
ト
の
中
で
は
も
ち
ろ
ん
無
心
で
 

(
 

(
 

（敬称略） 

▼兵庫県南部地震災害義援金 
今 達治 	 6,594円 
白川雅紹 	 5,000円 
遠山 章 	 13,7001'J 
さわやかク、”ノレープ 10,000円 
長内明子 	 1,560P] 
金木町赤＋字奉仁二団 

22,520円 
石戸谷トキエ 	1,152円 

こ；1協力ありカ とうこ：’ざいま
した。」三よ上の義援金は、まと
めて日赤に寄II付させていたえご

きます。 
▼社会福ネ止協議会へ 
其田みよ 
（夫 其田豊ーの葬儀に寄せーら 
才1一た一部） 	100,000p 
遠山 章 	 13,600円 
銀杏の会 	 4,862円 
幽弱2、南サービス 阿部順社長 
（バスに置き；を；才L、落とし主
が現れなかった傘） 23本
以上の方が 「社会福祉のた

めに」 と寄降tして下さいまし
た。 尚、弘南サーービスからの 
23本の傘は、役場正面玄関脇
に福才止の傘として備イ寸け、大
事に使わせて頂きます。 
▼サニノトピアホームー、、 
下可音ド定一 
以前家で使用し、しまってお
いた洗濯機とテレビ 各1台

大切に使わーせて1頁きます。 
ありカ とうこ：’ざ、いました。 

白
ハ
ボ
ー
ル
を
追
い
か
ナ
、
失
孜
一
 

．
 

し
た
ら
頭
を
ポ
リ
ポ
リ
『
勝
利
は
一
 

、
、
 

一
一
の
次
で
（
？・）
み
ん
な
で
楽
し一
 

，
 

め
る
こ
と
を
念頭
に
、
ナ
イ
タ

ー
ー
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
も
っ
と
町
民
の
一
 

「
 

皆
さ
ん
に
浸
透
し
て
い
け
れ
ば
と
一
・
一
【
、‘
ま
 

J
ー
；
 ノ
ー
i

、ユ
ー
．
、
1
1

1
1

一
と
早
）
 
、
‘
 

チ
ー
ム
は
考
え
て
い
ま
す
。
 

一
 H

‘
 し
 

"

“
  
・
ー
・
 

・
‘
 

》
 ・
片」
】
【
コ
 
×
」
 

平
成
七
年
度
ナ
イ
タ
ー
バ
レ
ー
ー
圭
七

い
ー
 

ボ
ー
ル
リ
ー
グ
は
、
始
ま
っ
た
ば
ー
 
の
 う
 

か
り
で

す
。

J
リ
ー
グ

よ
り
、

プ
ー

り
」
と

ロ
野
球
よ
り
剛
陪
楽

し

い
金
木
ナ
ー
 
・
・
 
ヲ

イ
タ

ー
リ
ー
グ

」
母
週
火
擢
日
は
ト
ー
 
．
‘
 あ

レ
ー
ニ
ン
ク

セ
ン
タ

ー
に
生
木
ム口
‘
 一
 
］ヌv
 

ノ、 	l 
ガ 	 I 

ドンフ”ラーズの皆さん 、ノ 	 i 

一

A 、◇凡喝 47cz 

g 作り方 、
、二 

①豆腐は30分～ 1時間位水切りしてお 

く。 

舞声 ②ささ身はみじん切りにし、だし汁に

砂糖、酒、しよう油を入れ赤みそでと

ろみを付ける。 

ー一・ ③水切りした豆腐を 4 等分に切り、の 

りとチーズも豆腐の大きさに切る。 
●チーズはさみ豆腐ステーキ ④豆腐、のリ、チーズ、のり、豆腐と 

材 料（ 4 人分） 重ね小麦粉をまぶし、フライパンにマ 

木綿豆腐 2丁 ーガリンでこんがリ両面を焼く。 

スライスチ一ズ 4枚 ⑤焼きたての上にレモン汁をかけて、 

板の I) 

マーガリン 

2枚 

少々 

ねりみそ、さらしねぎをかけ食べる。 

h't多 
小麦粉 

ささ身 

赤みそ 

少々 

lOOg 

b0og 着 しよう油 

さとう 

小サジ1 

50g 

酒 大サジ2 ' 

だし汁 大サジ8 一 	,ず一“‘ー一ぐ‘ A 

ごま油 少々 食生活改善推進員の原田久江さん 

さらしねぎ 少々 今回は豆腐を使ったへルシーメニュー、 

レモン 少々 皆さんもためしてみて下さい。 

』
 



こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
予
防
す
る
目

的
で
中
学
生
女

子
の
み
で
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
風
疹
の

流
行
そ
の
も
の
を

抑
え
る
た

め
に
、
 

標
準
的
な
接
種
年
齢
1
25
3
6ケ
月

の
小
児
男
女
を
対
象

と
す
る
こ
と

に
変
わ
り
ま
し
た
。
原
則
的
に
は
、
 

麻
疹
の
後

に
行
う
よ
う
に
勧

め
ら

れ
て
い
ま
す
。
 

今
春
か
ら
の
新
し

い
予
防
接
種

の
方
法
で
は
、
風
疹
が
幼
児
で
も

接
種
す
る
こ
と

に
な
っ
た
り
、
接

種

の
対
象
と
す
る
年
齢
が
早
く
な

っ
た
た
め
に
、
接
種
を
受
け
る
人

数
も
増

え
る
見
込
み
で
す
。
接
種

日
を
増
や
す
な
ど
し
て
対
処
す
る

予
定
で
す
が
、
平
成

7
年
度
は
混

雑
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
町
か
ら
の
通
知
に
で
き
る
だ
け

従
っ

て
く
だ
さ
い
。
 

な
病
気
で
す
。
生
後
1
2ケ
月
を
過

一

ぎ
た
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
接
種
一

し
て
く
だ
さ
い
o
標
準
的
な
接
種

一

年
齢

は
1
2ー
2
4ケ
月
と
対
象
年
齢

が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

⑤
 
廊

揚
 

妊
婦
が
風
疹
に
か
か
る
と
先

天

一

異
常
児
が
生
ま
れ
る
心
配
が
あ
る

一
 

】
 

'
 

ト職業 航空自衛隊三沢分屯基

地ヘリ空輸隊（ 2 等空曹） 

ト氏名 佐藤清隆 ト年齢39歳
ト出身地 金木町大字喜良市 

「広
報
か
な
ぎ
」
 
の2
月
・

3
 

月
号
で
、
平
成

7
年
4
月
か
ら

の

新
し

い
予
防
接
種
の
方
法
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今
回

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
予
防
接
種
に
つ

い
て
、
変
更
と
な
っ

た
点
と
注
意

し
て
も
ら

い
た
い
事
に
つ
い
て
述

べ
ま
す
。
 

①
 
ポ
リ
オ
 

ポ
リ
オ
だ
け
は
、
今
ま
で
と
同

様
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
集
団
接
種

で
行
い
ま
す
。
現
在
日
本
で
は
ポ

リ
オ
の
流
行
は
な
い

の
で
す
が
、
 

3
ケ
月
以
後
は
感
染
の
危
険
が
あ

る
の
で
、

で
き
る
だ
け
生
後

3
ー
 

1
8ケ
月
の
間

に
接
種
す
る
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。
 

②
 
ッ

ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
 

お
よ
び
B
c
G
 

乳
幼
児

の
結
核
は
重
症
に
な
り

や
す
い

こ
と
も
あ
り
、

で
き
る
だ

け
生
後

1
2ケ
月
ま
で

に
接
種
を
受
 
 け

る
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。

ツ
ベ

ル
ク
リ
ン
反
応
は
、
毎
月
第
3
ま

た
は
第
4
水
曜
日
の
乳
児
健
診

の

と
き
に
集
団
で
行
い
、

2
日
後
に

金
木
病
院
小
児
科
で
B
c
G
を
接

種
し
ま
す
。

1
歳
以
上
の
場
合
は

日
時
を
指
定
し
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
 

⑧
 

三
種
混
合
 

(
DP
T
ワ
ク
チ
ン
）
 

旧
制
度
で

の
1
期
（
3
回
接
種
）
、
 

2
期
の
呼
び
名
が
そ
れ
ぞ
れ
1
期

初
回
接
種

（
同
じ

く
3
回
接
種

）
、
 

1
期
追
加
接
種

へ
と
変
わ
り
ま
し

た
が
、
内
容
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
 

乳
児
の
百
日
咳
を
予
防
す
る
こ
と

が
重
要
な

の
で
、
3
1
1
2ケ
月
の

間
に
で
き
る
だ
け
早
期
に
開
始
す

る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
 

④
 
舟
揚
 

麻
疹
の
流
行
は
下
火
に
な
っ
て
 

広
報
か
な
ぎ
を
ご
ら
ん
の
皆
さ

ん
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
、
現
在
三

沢
基
地
で
航
空
自
衛
隊
員
を
し
て

お
り
ま
す
。

仕
事
は
、
c
H
1
4
 

7
J
と
い
う
輸
送

ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
 

に
乗
務
し
、
皆
さ
ん
の
町
の
上

空

を
飛
」亡
」
と
も
あ
り
ま
す
が
少
々

う
る
さ
い

の
が
難
点
で
す
。
先
般

の
奥
尻
の
地
震
や
阪
神
大
震
災
の

時
も
、
我
が
部
隊
は
直
接
奥
尻
や

兵
庫
県
に
食
料
や
寝
具
及
び
医
療

品
等
も
運
び

大

い
に
活
躍
し
た
の

で
す
が
航
空
自
衛
隊

の
こ
と
は
皆

さ
ん
も
テ
レ
ビ

や
新
聞
で

ご
存
じ

か
と
思
い
ま
す
が
、
余
り
大
き
く

取
り
上
げ

て
な
か
っ
た
の
が
チ
ョ

ッ
ピ
リ
残
念
で
し
た
。
と
に
か
く

震
災
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
と
っ
て

大
変
で
す
が
復
興
に
向
け
て
頑
張
 
 

っ
て
欲
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

三
沢
に
は
、
平
成
元
年
に
埼
玉
県

か
ら
転
勤
し

て
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
が
、

こ
の
仕
事
を
し
て
い
て

大
変
な

こ
と
は
、
天
候
に
左
右
さ

れ
、
特
に
冬
場
は
、
津
軽
地
方
は
、
 

吹
雪
模
様
の
日
が
多
く
て
車
力
基

地
に
行
く
の
に
も
苦
し

い
思
い
を

し
た
こ
と
が
多

々
あ
り
ま
し
た
。
 

逆
に
楽
し

い
こ
と
は
、
体
験
飛
行

で

一
般
の
方

々
に
も
c
H

1
4
7
 

J
に
乗
っ
て
い
た
だ
き
自
分

の
街

や
家
を
空
の
上
か
ら
見
て
も
ら

い

喜
ん
で

い
た
だ

い
た
時
は
、
こ
の

仕
事
を
や
っ
て
良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
金
木
の
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
今
年
の
航
空
祭
に
は
、
三
沢

へ

足
を
の
ば
し
自
衛
隊

の
良
さ
を
感
 

じ
て
下
さ
い
。
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金
木
病
院
カ
ル
テ
⑩
 

予
防
接
種
の
種
類
別
の
 

注
意
事
項
に
つ
い
て
 

小
児
科
医
長
 
葛
 
西
 
幹
 

雄
 

き
て
い
ま
す
が
、
重
い
肺
炎
や
中
 

耳
炎
な
ど
を
併
発
し
や
す
く
子
供
 

に
と
っ
て
は
負
担

の
大
き
い
重
大
 



成 田 

平三
（66

才） 

鎌 

田 清

（77
才

） 
嘉藤

瀬枝 

白
 
川
 
ミ
 
ワ

（
7
7才
）
金
 
木

古

川
兵
次

郎

（
8
8オ
）
喜
良
市
 

斉藤 

機一 

（70
才

）嘉 

野

宮 

サ ダ

（78

才）金 

木 i頼 

（
舛
甚
 
正
彦
（
俊
信
）
嘉
 
瀬
 

「
池
根
 
智
美

（
幸
一
）
沖
縄
県
 

（
須
崎
 

豊
（
千
代
治
）
喜良
市
 

「
越
後
谷
美
子
（
健
男

）
木
 
造
 

（
古
川
 
健
治

（良
治

）
喜
良
市
 

「
奈
良
岡
祐
美

子
（
昭
夫
）
五
所
川
原
市
 

お
く
や
み
 

お
め
で

と
う
 

西
村
 
公

佑
（
巌

）
金
 
木

田
中
 

雅

之
（
健
之
）

金
 
木
 

窓
 

三
月
届
出

分
 

古外高中

川 崎橋西 

L「,工話二’, 	‘、菜む 大U稜I一二盃二八ろ1づこi 堵βつ 
将言也や聖苫美み 

信春謙正
夫司一樹 

喜嘉金金 
良 
市瀬木木 

の
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

痴
鶏讐
畦
が
柳
 

霧
ま
讐
艶
”
稀
 

霧
建

鯛
一
嘱「
 

嘱
噂
裾
錆
）
駄
槌
 

戸
 

籍
 

平
内

（
7
7才

タ
 
ョ

（
8
7オ

柾
四
郎

（
6
3才

鉄

弼
（

7
2才

豊
原

（
7
2才

き

よ
（

9
2才

サ
 
ナ
（
7
4オ

晴

雄
（
5
9オ
 

10月1日は 
国勢調査 

千木田其成安野古

葉下 中 田 田 田 宮 川 

、ーノ ~ 、ーノ ~ノ 、．一J 、ーノ ~ 、ーノ 

川嘉金金金金金嘉

倉瀬木木木木木瀬 

、 

3月末現在 前.年同月比 

男 5,996人 △ 37人 

女 6,612人 △ 52人 

計 12,608人 △ 89人 

世帯数 3,868 	 11 

	ノ 

／
 

、
 

、
 
ノ
 人

ロ
と

世
帯
 

こ
の
欄
は
、
金
木
町
に
住
所

を
有
し

て
い
る
方
々
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
掲
載
を
希
望
し
な
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 10月 1日，全国一斉に， 5年に一度の

国勢調査が行われます。日本に住んで、 
いるすべての人が対象です。 
ご協力をお願いします。 

● 国勢調査 
平成7年10月1日 

総務庁統計局 青森県 金木町 

ありのまま あなたの答えが 国の基礎 
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親子で一緒に成長しようね 

（母 古川美智子より） 

健康で元気に育ってね 

（母 外崎まゆみよリ） 

略＄二i1 

「、、 〇届けました  
y=＝ジ  3月 3 日金木町大字金木字芦野200一690ノ  
＜て届lナました 
＝二＝、、  3月 3 日金木町大字金木字戸野200-6 

I Z 付近で現金在中のリュック型の小銭入れ。、 

L会・、、 3 月 7 日斜陽館前にビジネスダイヤリーー 

ン  ＝一（サイズ23・5×13）の落とし物がありまし ＝一 

I /／ーた。心当たりの方は、金木警察署落しもの、 

y三＝  fのコーナーを利用したい方は役場企凹ど 

I ／一 付近で現金在中のリュソク型の小銭入れ。× 
L会・、、 3 月 7 日斜陽館前にビジネスダイヤリーーZニ

ン  ＝一（サイズ23・5X13）の落とし物がありまし ＝一
！ ノ／ーた。心当たりの方は、金木警察署落しもの、 

‘ 	係りまで。 
、 0係から 

い三＝  ，このコーナーを利用したい方は役場企凹ど ‘く室まで一 

h 	ーく伝言板＞てこ 

~ ‘ 係りまで。 

~ 、 O係から 


